
為替週間展望＝ドル円は１０５円台を中心とするもみ合いか

　　　　　　　　　　［８月１０日からの１週間の展望］

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

　　　週間高低（カッコ内は日）　　　　　　    8 月 3 日～ 8 月 7 日

　　　　　　　始　値　　高　値　　  　安　値　     終　値　 前週比

ドル・円　　  105.80   106.47( 3)    105.30( 6)    105.56   -0.27

ユーロ・ドル  1.1784   1.1916( 6)    1.1696( 3)    1.1843   +0.0065

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

国内株・金利／米国株・金利

                   終　値　　前週末比　　　　 　　　　   　 終　値　 前週末比

日経平均株価    22,329.94     +619.94     日本10年債利回り   0.012   -0.008

ダウ平均株価    27,386.98     +958.66     米10年債利回り     0.536   +0.008

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

＜来週の主要経済統計等＞

１０日　中国７月消費者物価指数、中国７月生産者物価指数

　　　　スイス７月雇用統計

１１日　日本６月経常収支

　　　　英７月雇用統計

　　　　独８月ＺＥＷ景況感指数

　　　　米７月生産者物価指数

１２日　ＮＺ準備銀行（ＲＢＮＺ）政策金利

　　　　英６月鉱工業生産指数、英６月製造業生産指数、英６月貿易収支

　　　　英第２四半期国内総生産（ＧＤＰ）速報値

　　　　ユーロ圏６月鉱工業生産指数

　　　　米ＭＢＡ住宅ローン申請件数

　　　　米７月消費者物価指数

　　　　米７月財政収支

１３日　豪７月雇用統計

　　　　独７月消費者物価指数

　　　　米新規失業保険申請件数、米７月輸入価格指数

１４日　中国７月鉱工業生産指数、中国７月小売売上高

　　　　スイス７月生産者・輸入価格

　　　　ユーロ圏６月貿易収支

　　　　ユーロ圏第２四半期国内総生産（ＧＤＰ）改定値

　　　　カナダ６月製造業出荷

　　　　米７月小売売上高、米第２四半期非農業部門労働生産性指数

　　　　米７月鉱工業生産・設備稼働率

　　　　米８月ミシガン大学消費者信頼感指数速報値

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

【前回のレビュー】米連邦準備制度理事会（ＦＲＢ）による緩和策の継続や潤沢なドル

資金供給を背景にドル売りの動きが継続しており、円は買われやすい地合いとなってい

る。こうした中、ドル円は上値の重い展開が続くとした。

　　　　

【ドル円は急速に反転するも１０６円台では上値重い】

　７月２８～２９日の米連邦公開市場委員会（ＦＯＭＣ）では、ゼロ金利政策および量

的緩和策を維持することを決めた。大規模な緩和策が当面は継続される見通しであり、

米連邦準備制度理事会（ＦＲＢ）による潤沢なドル資金の供給もあり、ドル売りの流れ

が継続して、７月３１日には１０４円１９銭までドル安円高が進行した。その後、ドル

安円高が進行してきた反動や月末を迎えたことでポジション調整の動きなどから、ドル

円はドル買い円売りの動きに傾き、１０６円０５銭前後まで上昇した。
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　８月３日にはＮＹダウの上昇やナスダックの最高値更新などを好感して、ドル買い円

売りの動きが継続して、ドル円は１０６円４７銭まで上値を伸ばした。７月の米ＩＳＭ

製造業景況指数が５４．２となり、大方の事前予想の５３．６や前回の５２．６を上

回ったこともドル買い円売りの支援材料となった。

　　

　４日以降も米国株の堅調は続いたものの、ドル買い円売りの動きは一服した。４日以

降、ドル円は１０６円で上値を抑えられやすくなっており、１０５円台でのもみあいが

継続している。７日に７月の米雇用統計の発表を控えていることもあり、動きにくく

なった。

　　

　米国株はハイテク株中心に堅調な動きを見せており、アップルやマイクロソフトは最

高値圏にある。ワクチン開発への期待感が広がっている上、米国での追加経済対策に関

しては、米共和党と民主党による協議は継続しており、両者の主張に溝はあるものの、

最終的には合意に向かうとの見方も根強い。こうした点が堅調な株価を支えているとみ

られる。ただ、堅調な株価もドル売り円買いにはつながりにくくなっている。

　　

　ドル円は１０４円台前半まで売られた後に１０６円台半ばまで戻したものの、戻りの

動きは限定的となっている。ユーロドルやポンドドルは上昇基調で推移しており、ドル

全面安の流れは継続しているとみられる。もっともドル円は大きく崩れにくくなってお

り、１０５円台を中心とするもみ合いが継続することとなりそうだ。ドル円の目先の予

想レンジは、１０４．００～１０６．５０円。

　　

　今後の日米の経済指標やイベントとしては、１１日に日本６月経常収支、米７月生産

者物価指数、１２日に米ＭＢＡ住宅ローン申請件数、米７月消費者物価指数、米７月財

政収支、１３日に米新規失業保険申請件数、米７月輸入価格指数、１４日に米７月小売

売上高、米第２四半期非農業部門労働生産性指数、米７月鉱工業生産・設備稼働率、米

８月ミシガン大学消費者信頼感指数速報値などがある。

　　

【ユーロドルは堅調な推移が継続か】

　ユーロドルはユーロ買いドル売りの流れが継続しており、上昇基調で推移している。

１．１９ドル台にいったん乗せた後に１．１７ドル割れまで修正安となる場面も見られ

た。ただ、２１日移動平均線がサポートとなって、再び上昇に転じるなど堅調な動きを

見せている。

　　

　２０１８年５月以来となる高値圏まで上昇しており、上値を追う展開が期待できそう

だ。８月１０日の週には、独８月ＺＥＷ景況感指数、独７月消費者物価指数、ユーロ圏

第２四半期国内総生産（ＧＤＰ）改定値などの発表があり、予想から上振れするような

らユーロドルの堅調地合いをサポートすることとなりそうだ。なお、テクニカル的な過

熱感からの反動安には警戒しておきたい。ユーロドルの目先の予想レンジは、１．１７

５０～１．２０００ドル。

　　

　日米以外の今後の経済指標やイベントは、１０日に中国７月消費者物価指数、中国７

月生産者物価指数、スイス７月雇用統計、１１日に英７月雇用統計、独８月ＺＥＷ景況

感指数、１２日にＮＺ準備銀行（ＲＢＮＺ）政策金利、英６月鉱工業生産指数、英６月

製造業生産指数、英６月貿易収支、英第２四半期国内総生産（ＧＤＰ）速報値、ユーロ

圏６月鉱工業生産指数、１３日に豪７月雇用統計、独７月消費者物価指数、１４日に中

国７月鉱工業生産指数、中国７月小売売上高、スイス７月生産者・輸入価格、ユーロ圏

６月貿易収支、ユーロ圏第２四半期国内総生産（ＧＤＰ）改定値、カナダ６月製造業出

荷などがある。
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